
   

    

                     

                            

                            

                            

      

 

  

総
会
後
に
、
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

烏
山
支
部
に
よ
る
寸
劇
『
人
生
い
ろ

い
ろ
、
認
知
症
も
い
ろ
い
ろ
』
が
披

露
さ
れ
、
分
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
あ

る
演
技
で
会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。 

 
 

約
１
６
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
在
宅
医
療
や
訪
問
看
護

の
必
要
性
が
理
解
で
き
、
有
意
義
な
講

演
会
で
あ
っ
た
」
「
自
分
の
問
題
と
し

て
考
え
る
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
、
家

族
と
話
し
合
い
た
い
」
な
ど
の
感
想
が

多
く
見
ら
れ
、
こ
の
地
域
の
切
実
な
問

題
を
取
り
上
げ
た
今
回
の
内
容
は
大

変
好
評
で
し
た
。 

 

第
５
回
定
期
総
会 

 

昨
年
６
月
、
烏
山
公
民
館
で
定
期
総

会
を
開
催
し
、
こ
の
一
年
間
の
会
員
が

３
７
６
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
事
業
と
し

て
「
医
す
者
と
し
て
」
の
上
映
や
講
演

会
（
上
記
に
詳
細
記
事
）
、
那
須
南
病

院
で
研
修
中
の
医
学
生
と
の
懇
談
会

を
実
施
し
た
ほ
か
、
那
須
南
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
病
院
周
辺
の

２
回
の
清
掃
活
動
、
院
内
の
月
毎
の
作

品
展
示
の
実
施
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
決
算
で
は
、
１
百
万
９
８
４
円

の
収
入
に
対
し
て
、
４２
万
３
１
８
６
円

の
支
出
が
あ
り
、
残
金
は
翌
年
度
に
繰

り
越
す
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

 

活
動
計
画
で
は
、
昨
年
度
同
様
の
活

動
が
予
算
計
画
と
と
も
に
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

    映画上映会のお知らせ  入場無料  
ベストセラーのエッセイ漫画の映画化、新しい介護喜劇映画の誕生です。 

『ペコロスの母に会いに行く』 
８９歳にして映画初主演の赤木春恵が認知症の母親役を熱演。監督は『男
はつらいよフーテンンの寅』など人情喜劇で映画ファンを魅了する森崎東。
その他豪華キャストと実力派スタッフが集結し、深刻な社会問題として語
られがちな介護や認知症の問題を「笑いと愛」でお届けします。 

 ●とき：２月２１日(土) 午前１０時〜 ●ところ：烏山公民館 
※消費生活リーダー烏山支部による認知症を理解するための寸劇もあります。 

南那須地域医療を守る会ニュース   ２０１５年１月１日 

 

昨
年
２
月
、
烏
山
公
民
館
で
、
那

珂
川
町
の
佐
藤
医
院
・
佐
藤
充
理
事

長
に
よ
る
『
超
高
齢
化
社
会
の
課
題

と
対
応
』
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
あ
い
・
横
山
孝
子
氏
の
『
最
後
ま

で
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
』
と

題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

佐
藤
氏
は
、
超
高
齢
化
社
会
で
は
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
し
て
就
労
や

社
会
参
加
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し

た
高
齢
者
に
住
み
や
す
い
社
会
は
全

て
の
人
に
住
み
や
す
い
社
会
で
あ
る

こ
と
、
治
療
不
可
能
な
患
者
に
対
応

す
る
在
宅
医
療
は
、
終
末
期
ま
で
い

か
に
生
活
の
質
を
確
保
し
な
が
ら
満

足
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
で

あ
り
、
患
者
の
生
き
様
を
支
え
る
『
全

人
的
包
括
医
療
』
で
あ
る
、
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
在
宅
医
療
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
医
療
関
係
者

の
確
保
や
家
族
の
理
解
・
協
力
以
外

に
も
、
様
々
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、

問
題
も
山
積
み
だ
が
、
住
民
・
医
療
・

行
政
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る

と
、
力
説
さ
れ
ま
し
た
。 

 

横
山
氏
は
、「
死
」
は
必
ず
あ
り
、

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
、
高
齢

や
病
気
で
通
院
が
困
難
な
場
合
も
あ

る
の
で
主
治
医
の
他
に
往
診
医
を
探

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
訪
問
看
護
の
利
用
を
考
え
る

こ
と
な
ど
を
説
明
さ
れ
、
家
族
と
「
思

い
」
を
話
し
た
り
聴
い
た
り
す
る
こ

と
や
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
を

書
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。   
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う
医
師
、
地
域
住
民
、
消
防
機
関
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
救
急
医
療
の

現
状
と
課
題
や
住
民
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ

り
、
地
域
の
医
療
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
住
民
が
健
康
を
維
持
し
、

地
域
医
療
の
重
要
性
を
理
解
し
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

   

名演技で会場をわかせた寸劇 

 

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム 

  

地
域
医
療
に
つ
い
て
意
見
交
換 

 

昨
年
１１
月
、
県
・
那
須
烏
山
市
・

南
那
須
医
師
会
主
催
の
地
域
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
烏
山
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
岩
手
県
立
千
厩
病
院
の
吉

田
徹
病
院
長
の
「
岩
手
県
立
千
厩
病

院
の
現
状
ー
住
民
が
支
え
る
地
域
医

療
ー
」
と
題
し
た
基
調
講
演
の
あ
と
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
住
民
代
表
と
し
て
当
会
会
員
で

も
あ
る
横
山
孝
子
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

で
は
、
初
期
、
２
次
、 

３
次
の
救
急
医
療
を
担 

資料を映しながらお話しされる佐藤氏(右)と横山氏 

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え 

 
 
 
 
 

住
民
・
医
療
・
行
政
一
体
の
取
り
組
み
が
急
務 

 
 
 

ー
在
宅
医
療
を
支
え
る
実
践
の
現
場
か
ら

ー 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

                            

                       
 

     

                      

南那須地域医療を守る会ニュース   ２０１５年１月１日 

 

会
の
活
動
い
ろ
い
ろ 

● 

敬
老
会
で
オ
カ
リ
ナ
演
奏 

 

９
月
１１
日
（
木
）、
那
須
南
病
院

で
開
催
さ
れ
た
敬
老
会
に
（
当
会

が
依
頼
し
た
）
小
堤
正
二
さ
ん
、

キ
ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
が
参
加
し
て
オ

カ
リ
ナ
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。 

 

患
者
さ
ん
達
は
、
懐
か
し
く
、

や
わ
ら
か
い
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
に

聞
き
入
っ
た
り
、
配
ら
れ
た
歌
詞

カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
一
緒
に
口
ず

さ
ん
だ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

      

● 

デ
イ
ケ
ア
の
お
手
伝
い 

 

今
年
度
か
ら
那
須
南
病
院
の
依

頼
に
よ
り
、
デ
イ
ケ
ア
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。 

 

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
（
３
階
）

木
曜
日
（
４
階
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ

看
護
師
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
比

較
的
元
気
な
入
院
患
者
さ
ん
を
デ

イ
ル
ー
ム
に
集
め
、
約
１
時
間
歌

を
唄
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
な

ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

退
院
間
近
か
な
人
、
入
院
し
て
間

も
な
い
人
と
色
々
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
そ
の
人
の
気
持
ち
に
添

っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

 

デ
イ
ケ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

協
力
頂
け
る
方
、
運
営
委
員
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

● 

福
祉
ま
つ
り
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習 

 

那
珂
川
町
（
１０
月
１８
日
）・
那
須

烏
山
市
（
１１
月
２
日
）
の
福
祉
ま

つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
年
も
消
防
署
・
救
急
救
命
士

さ
ん
の
協
力
で
、
心
肺
蘇
生
法
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
実
技
を
一
般

の
方
に
呼
び
か
け
て
体
験
し
て
頂

き
ま
し
た
。
多
数
の
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

「
南
那
須
地
域
医
療
を
守
る
会
」
の
活
動
に 

 

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
が
、
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々
の 

 
 

会
費
で
、
会
の
活
動
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

那
須
南
病
院
の
職
員
紹
介 

その４ 

＊
出
身
地 

日
光
市
（
旧
今
市
市
） 

＊
趣 

味 

映
画
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
写
真
、

漫
画
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン 

＊
那
須
南
病
院
の
良
い
と
こ
ろ 

ス
タ
ッ
フ
間
や
医
師
間
で
相
談

し
や
す
い
環
境
が
あ
り
診
療
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
医
療
連
携

室
設
置
や
院
内
の
Ｉ
Ｔ
化
も
あ
り
、

そ
の
利
点
が
還
元
で
き
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
到
ら
ぬ
点
を
ご
指
摘
さ

れ
た
場
合
は
、
全
部
署
で
確
認
後
に

検
討
し
て
い
ま
す
。
医
師
の
３６
時

間
連
続
勤
務
や
オ
フ
時
間
の
１
／

３
が
拘
束
さ
れ
る
点
は
、
内
科
医
を

２
名
増
員
し
て
医
師
の
負
担
減
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
病
院
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

       

森成 正人内科科長 

勤務年数 １０年 

 

関本 京子看護師長 

勤務年数 ２３年 

 

＊
出
身
地 

那
須
烏
山
市 

＊
趣 

味 

韓
ド
ラ
鑑
賞
、
料
理 

＊
那
須
南
病
院
の
良
い
と
こ
ろ 

 
 

南
那
須
地
域
で
も
高
齢
化
が
進

み
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
で

の
介
護
と
な
り
、
退
院
に
向
け
て
不

安
を
抱
え
る
患
者
様
が
増
え
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
入
院
時
か
ら
安
心

し
て
退
院
で
き
る
よ
う
に
一
般
病

棟
、
療
養
病
棟
、
医
療
連
携
室
が
連

携
し
退
院
支
援
や
認
知
症
看
護
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
新
た
に
看

護
相
談
室
を
設
け
、
医
療
・
福
祉
相

談
も
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
き
て
い

ま
す
。
院
内
デ
イ
ケ
ア
も
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
と
一
緒
に
行
い
充
実

し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
入
院
生
活

が
送
れ
る
病
院
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年会費 

1,000円 

 

 小堤夫妻による演奏 

 

AED講習会を熱心に受講する参加者 

● 

病
院
内
作
品
展
示
企
画 

 

団
体
会
員
や
個
人
の
方
な
ど
の

協
力
を
頂
き
、
月
替
わ
り
に
展
示

を
し
て
い
ま
す
。
早
い
も
の
で
４

年
目
と
な
り
、「
今
年
の
展
示
は
何

月
で
す
か
？
」
と
団
体
の
方
か
ら

聞
か
れ
た
り
、
通
院
さ
れ
て
い
る

方
か
ら
「
私
の
作
品
が
展
示
さ
れ

て
嬉
し
い
」
な
ど
お
言
葉
を
頂
い

て
い
ま
す
。
手
作
り
作
品
を
お
持

ち
の
方
、
サ
ー
ク
ル
活
動
さ
れ
て

い
る
方
、
是
非
御
協
力
下
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
の
展
示
予
定 

 

１
月
：
水
墨
画 

２
月
：
版
画 

 

３
月
：
フ
ォ
ト
俳
句 

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

       

● 

病
院
周
辺
清
掃
活
動 

 

７
月
と
１１
月
、
朝
７
時
よ
り
那

須
南
病
院
周
辺
の
草
む
し
り
と
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協

力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 
いろいろな団体、個人の協力で 
１ヶ月毎に展示を変更してます。 

 


